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　曹洞宗のハワイ別院である正法寺は、大正2

年2月24日に開創された。ホノルル空港より車
で15分、隣接には日本国総領事館がある。なお、

　ハワイ全島には曹洞宗の寺院が十ヶ寺あP、日曜学校、婦人会、仏教青年会等を中心に、
　各種布教活動を計っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　（写真提供・曹洞宗宗務庁）
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鍵
灘
蟻
畿

懸
難

聴
減
、

癒
着

鰍．

◇
…
京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
理
事
会
・
評
議
員
会
…
◇

合わせて10議案を審議

…
　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
一
月
二
十
九
日
間
…

…
後
一
時
か
ら
京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
…

…
て
、
新
年
度
定
例
の
理
事
会
．
評
議
員
会
を
…

”
開
催
し
た
。
理
事
会
・
評
議
員
会
の
両
会
共
“

…
通
議
案
・
報
告
事
項
に
つ
い
て
は
合
同
で
進
…

…
行
し
、
事
業
計
画
案
、
予
算
案
、
本
会
の
改
…

…
革
を
目
的
と
す
る
委
員
会
設
置
な
ど
に
つ
い
…

…
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
…

　
評
議
員
会
は
、
議
長
に
江
連
俊
則
師
、
議
事

録
署
名
委
貝
に
細
川
祐
藻
、
持
田
貫
宣
の
両
師

を
選
出
し
て
上
程
さ
れ
た
議
案
の
審
議
に
入
っ

た
。　
議
案
第
一
号
「
昭
和
六
十
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
質
疑
応
答
の
後
、
原
案
賛
成
の
意
見
が
表
明

さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
昭
和
六
十
年
度
歳
入
歳
出
予

算
（
案
Y
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
原
案
賛
成
の
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

　
議
案
第
三
号
「
理
事
異
動
の
承
認
を
求
め
る

件
」　
事
務
局
原
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
四
号
「
本
会
の
目
的
、
事
業
、
構
成

等
を
改
革
す
る
た
め
の
委
員
会
設
置
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
る
件
」

　
種
々
の
意
見
が
出
さ
れ
た
後
、
原
案
賛
成
の

意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

∴
　
．

．
一
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「
．
噛
」
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理
事
会
は
、
阿
部
慶
昭
・
理
事
長
を
議
長
に
、

高
藤
法
雄
、
塩
入
亮
達
の
両
師
を
議
事
録
署
名

委
貝
に
選
ん
で
審
議
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
昭
和
六
十
年
度
事
業
計
画

（
案
）
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
事
務
局
案
の
説
明
を
う
け
、
質
疑
応
答
の
後
、

原
案
通
り
議
決
す
る
。

　
議
案
第
二
号
「
昭
和
六
十
年
度
歳
入
歳
出
予

算
（
案
）
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
事
務
局
案
の
説
明
を
う
け
、
原
案
通
り
議
決

す
る
。

　
議
案
第
三
号
「
常
務
理
事
異
動
の
承
認
を
求

め
る
件
」

　
事
務
局
案
の
説
明
を
う
け
、
原
案
通
り
議
決

す
る
。

　
議
案
第
四
号
「
事
務
総
局
人
事
異
動
の
承
認

を
求
め
る
件
」

　
事
務
局
案
の
説
明
を
う
け
、
原
案
通
り
議
決

す
る
。

　
議
案
第
五
号
「
本
会
の
目
的
、
事
業
、
構
成

等
を
改
革
す
る
た
め
の
委
員
会
設
置
の
承
認
を

求
め
る
件
」

　
事
務
局
案
の
説
明
を
う
け
、
種
々
の
意
見
が

出
さ
れ
た
後
、
人
事
、
運
営
等
詳
細
に
つ
い
て

は
理
事
長
に
一
任
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
原
案

通
り
議
決
し
た
。

　
議
案
第
六
号
「
加
盟
団
体
負
担
金
の
減
免
申

請
受
理
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
事
務
局
の
説
明
を
う
け
、
委
貝
会
を
設
置
し

て
解
決
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
な
お
、
評
議
員
会
・
理
事
会
に
共
通
す
る
報

告
事
項
と
し
て
、
の
『
ハ
ワ
イ
日
本
人
官
約
移

民
百
年
祭
と
日
米
仏
教
徒
交
流
大
会
』
に
つ
い

て
、
②
事
務
総
局
各
部
報
告
、
③
ル
ン
ビ
ニ
ー

賦
融
　
‘
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復
興
日
本
仏
教
徒
委
員
会
実
行
委
員
会
報
告
、

ω
同
和
委
貝
会
報
告
、
⑤
税
務
委
員
会
報
告
、

⑥
事
務
総
局
機
構
検
討
委
貝
会
報
告
が
、
担
当

局
、
部
長
か
ら
行
わ
れ
、
会
議
は
終
了
し
た
。

事
業
計
画
、
予
算
案
を
承
認

　
昭
和
六
十
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
歳
入
歳

出
予
算
は
、
評
議
員
会
・
理
事
会
に
お
い
て
事

務
局
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　
事
業
計
画
　
別
掲
の
通
り
ほ
ぼ
前
年
を
踏
襲

し
て
い
る
が
、
特
に
同
和
の
推
進
、
税
務
等
の

時
局
対
策
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
う
。

ま
た
、
本
年
度
は
委
貝
会
を
設
置
し
て
本
会
の

機
構
等
の
検
討
を
は
か
る
。

　
さ
ら
に
、
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
日
米
仏
教
徒
交

流
大
会
を
後
援
す
る
等
国
際
交
流
を
進
め
る
一

方
、
全
話
大
会
や
仏
教
文
化
会
議
の
開
催
、
県

仏
の
組
織
強
化
な
ど
に
力
を
注
ぐ
。

　
歳
入
歳
出
予
算
　
前
年
度
よ
り
、
八
百
四
十

五
万
九
千
円
増
の
九
千
二
百
八
十
三
万
七
千
円

の
予
算
。
歳
出
を
み
る
と
、
日
本
宗
教
連
盟
の

当
番
と
な
る
た
め
共
通
事
項
処
弁
費
、
国
内
仏

教
徒
会
議
が
徳
島
県
で
開
催
さ
れ
る
た
め
そ
の

予
算
、
重
要
案
件
で
あ
る
同
和
推
進
費
な
ど
が

増
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
〈
総
務
局
〉

基
本
目
標
　
本
会
寄
付
行
為
第
五
条
の
各
種
事

　
　
　
　
　
業
遂
行
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

実
施
項
目
①
諸
官
庁
お
よ
び
関
係
諸
団
体
と
の

　
　
　
　
　
連
絡
提
携

　
　
　
　
②
時
局
対
策

　
　
　
　
③
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
　
〈
組
織
局
〉

基
本
目
標
　
本
会
寄
付
行
為
第
五
条
の
事
業
目

　
　
　
　
　
的
な
る
仏
教
運
動
の
実
践
お
よ
び

　
　
　
　
　
育
成
を
主
に
し
、
時
代
に
即
応
し

　
　
　
　
　
た
全
一
仏
教
運
動
を
強
く
推
進
す

　
　
　
　
　
る
と
と
も
に
構
成
団
体
の
一
層
の

　
　
　
　
　
強
化
と
団
結
を
期
す
る
た
め
下
記

　
　
　
　
　
の
事
業
を
実
施
す
る
。

実
施
項
目
①
加
盟
団
体
と
の
連
絡
提
携
の
強
化

　
　
　
　
②
第
三
＋
二
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

　
　
　
　
　
（
各
種
代
表
者
会
議
）
の
開
催

　
　
　
　
③
同
和
の
推
進
を
は
か
る

　
　
　
　
④
未
加
盟
団
体
の
加
盟
促
進

　
　
　
　
⑤
ブ
ロ
ッ
ク
別
各
県
代
表
者
会
議
の

　
　
　
　
　
開
催

　
　
　
　
⑥
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
　
〈
国
際
文
化
局
〉

基
本
目
標
　
本
会
寄
付
行
為
第
五
条
の
事
業
目

　
　
　
　
　
的
だ
る
世
界
各
国
の
W
F
B
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー
お
よ
び
仏
教
諸
団
体
と
の
連

　
　
　
　
　
絡
、
文
化
交
流
を
中
核
と
し
て
、

　
　
　
　
　
仏
教
に
よ
る
国
際
親
善
と
世
界
平

　
　
　
　
　
和
の
実
現
を
期
す
る
。
ま
た
、
仏

　
　
　
　
　
教
運
動
の
総
合
的
企
画
促
進
、
各

　
　
　
　
　
種
仏
教
運
動
の
実
践
育
成
な
ら
び

　
　
　
　
　
に
広
報
活
動
を
活
発
に
行
う
こ

　
　
　
　
　
と
に
よ
っ
て
全
一
仏
教
運
動
の
促

　
　
　
　
　
進
を
は
か
る
。

　
一
国
際
部
－

実
施
項
目
①
W
F
B
関
係

　
　
　
　
　
（
イ
）
　
本
部
で
決
議
さ
れ
た
事
項

　
の
実
施
、
特
に
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興

　
計
画
へ
の
協
力

　
（
ロ
）
　
W
F
B
執
行
委
員
会
・
ユ

　
ネ
ス
コ
会
議
等
へ
の
出
席
お
よ
び

　
代
表
派
遣

②
国
際
仏
教
交
流
関
係

　
（
イ
）
　
臨
時
に
行
わ
れ
る
国
際
会

　
議
ま
た
は
巡
拝
二
等
へ
の
代
表
派

　
遣
　
（
ロ
）
　
訪
日
仏
教
徒
の
歓
迎
接
待

　
（
ハ
）
　
在
日
各
国
公
館
と
の
連
絡

　
接
渉

　
（
二
）
各
国
の
天
災
、
戦
災
等
に

対
す
る
救
済
活
動

　
　
　
　
③
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
一
文
化
部
一

実
施
項
目
①
機
関
誌
「
全
仏
」
の
発
行
と
普
及

　
　
　
　
②
第
＋
八
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
の

　
　
　
　
　
企
画
お
よ
び
開
催

　
　
　
　
③
各
種
教
化
資
料
の
作
成
と
普
及

　
　
　
　
④
広
報
宣
伝
に
関
す
る
事
項

　
　
　
　
⑤
仏
教
文
化
財
保
護
の
推
進

　
　
　
　
⑥
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
《
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教
徒
委
員
会
》

◎
ル
ン
ビ
ニ
：
復
興
援
助
の
た
め
の
藍
子
を
強

　
力
に
推
進
す
る
。

塗
」
【
■
」
【
7
■
【
7
監
【
7
b
5
塗
7
b
邑
7
B
監
【
7
」
【
7
色
【
7
」
【
7
」
【
7
b
【
「
塾
【
P
監
【
7
B
」
齢
5
【
「
B
ら
【
7
蓼
B
」
【
■
塵
【
7
盤
【
「
監
【
「
亀
K
7
隔
置
7
」
匡
腰
臨
【
7

　　　　　　　欝　　　　　繊　　　饗　　毒言

縣
暫
幽臥

鳳

あ
い
さ
つ
す
る
藤
井
会
長

　
　
4
」
－
」
¶
¶
薯
4
」
－
」
コ
¶
1
1
1
1
1
薯
1
6
】
圏
「
｛
d
」
1
1
1
6
』
ヨ
」
】
1
1
1
6
引
」
1
4
蚕
¶
璽
－
d
」
】
¶
■

　
理
事
会
・
評
議
貝
会
終
了
後
、
同
じ
京
都
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、
新
年
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　
午
後
五
時
半
か
ら
の
懇
親
会
で
は
、
ま
ず
木

辺
宣
慈
・
副
会
長
が
三
帰
隠
文
を
唱
和
、
続
い

て
藤
井
實
慮
・
会
長
、
阿
部
理
事
長
が
挨
拶
を

行
っ
た
。
ま
た
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
奥
田
幹

生
・
衆
議
院
議
員
か
ら
祝
辞
が
よ
せ
ら
れ
、
小

西
日
静
・
副
会
長
の
発
声
で
乾
杯
が
行
わ
れ
た
。

　
約
羽
入
の
参
加
者
の
な
ご
や
か
な
談
笑
が
つ

づ
く
な
か
で
、
竹
中
徳
成
師
（
北
海
道
仏
教
会

連
盟
）
、
金
田
義
幸
師
（
徳
島
県
仏
教
会
）
ら
が

挨
拶
、
お
わ
り
に
鱒
淵
正
浩
師
（
浄
土
宗
）
に

よ
り
万
才
三
唱
が
あ
っ
て
閉
会
と
な
っ
た
。
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ア
フ
リ
カ
難
民
救
済
の

義
援
金
を
安
倍
外
相
へ

藩
臣
理
事
長
が
手
渡
す

　
官
民
一
体
で
進
め
ら
れ
て
い
る
ア
フ
リ
カ
難

民
へ
の
救
済
運
動
は
、
飢
餓
と
寒
波
に
苦
し
む

多
く
の
人
々
の
痛
々
し
い
状
況
を
伝
え
る
ニ
ュ

ー
ス
や
写
真
等
に
よ
る
現
場
報
告
と
あ
い
ま
っ

て
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

　
本
会
で
も
昨
年
十
二
月
、
十
宗
派
に
向
け
一

月
締
切
を
も
っ
て
救
済
協
力
の
要
請
を
行
っ

た
。
全
国
の
多
く
の
寺
院
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

毛
布
は
大
変
な
量
と
な
り
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を

七
台
の
ト
ラ
ッ
ク
で
自
民
党
本
部
へ
届
け
た
。

ま
た
、
義
援
金
一
覧
は
左
記
の
如
く
で
あ
る
が
、

去
る
一
月
二
十
二
日
に
は
、
義
援
金
の
一
部
を

外
務
省
大
臣
室
に
て
阿
部
理
事
長
か
ら
安
倍
外

務
大
臣
へ
直
接
手
渡
し
た
。

　
各
宗
派
か
ら
の
真
摯
な
る
菩
薩
道
の
実
践
は
、

本
会
に
と
っ
て
心
暖
ま
る
春
一
番
と
な
っ
た
。

御
協
力
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
、

を
申
し
上
げ
ま
す
。

心
よ
り
お
礼

アフリカ難民義援金一覧（％現在）

　　宗　　派

曹洞宗

浄土真宗本願寺派

真宗大谷派

浄土宗

日蓮宗

高野山真言宗
臨済宗妙心寺派花園会本部

天台宗

真言宗智山派

真言宗豊山派

　　合　　計

　義援金
1，000，000円

1，000，000円

1，000，000円

1，000，000円

1，000，000円

1，500，000円

　112，300円

1，000，000円

4，165，346円

1，500，000円

13，277，646円

　　　　　　　　　　　　　　　　　翻　　　　　　　　　　　　　講　　　　　　　　　　蠣

毒薬主催で開催

鳩山参議院議員を迎えて

　
税
制
問
題
に
関
連
し
て
企
画
さ
れ
た
「
宗
教

法
人
セ
ミ
ナ
ー
」
の
第
二
回
が
、
去
る
二
月
八

日
、
全
仏
主
催
、
東
京
都
仏
教
連
合
会
（
岩
崎

宗
秀
・
理
事
長
）
の
後
援
に
よ
り
東
京
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
午
後
一
時
か
ら
開
催
さ
れ

た
。　
今
回
は
特
に
、
鳩
山
威
一
郎
・
参
議
院
議
員

を
迎
え
て
「
六
十
年
の
寺
院
の
税
金
と
そ
の
展

望
」
と
い
う
講
演
を
願
っ
た
。
次
い
で
長
谷
川

正
浩
・
全
仏
顧
問
弁
護
士
に
よ
る
「
税
務
問
題

の
対
応
の
仕
方
」
、
高
木
正
博
・
山
一
謹
券
部
長

に
よ
る
「
税
務
面
か
ら
み
た
資
産
運
用
」
の
話

が
あ
り
、
午
後
五
時
ま
で
約
二
百
名
が
熱
心
に

聞
き
入
っ
た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
内
容
的

な
要
望
が
東
京
都
仏
の
方
か
ら
出
さ
れ
、
そ
れ

に
そ
っ
て
鳩
山
議
員
の
講
演
が
組
み
込
ま
れ
た
。

注
目
さ
れ
て
い
る
公
益
法
人
の
預
金
利
子
へ
の

課
税
は
来
年
度
は
取
り
下
げ
と
な
っ
た
が
、
向

後
は
課
税
対
象
に
な
る
可
能
性
が
強
い
と
の
見

通
し
が
披
渥
さ
れ
た
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
引
き
続
き
三
月
四
日
に
大
阪

で
、
翌
五
日
に
は
徳
島
、
十
一
日
に
は
岩
手
、

二
十
七
日
に
は
埼
玉
で
各
々
行
わ
れ
、
今
年
度

の
全
日
程
を
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

蝋
灘

講
演
さ
れ
る
鳩
山
参
議
院
議
員
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天
台
教
学
は
大
乗
仏
教
で
あ
り
、
　
『
法
華

経
』
が
中
心
の
経
典
で
あ
り
、
思
想
と
し
て

は
法
華
一
乗
で
あ
る
。

　
仏
教
は
、
人
生
に
つ
い
て
、
ま
た
人
と
し

て
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
す
れ
ば
よ
い
か
な

ど
の
指
針
を
示
し
、
人
と
し
て
の
意
義
、
人

と
し
て
の
在
り
方
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
り
、

ま
た
信
ず
る
者
の
集
団
に
よ
り
浄
仏
国
土
が

建
設
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
教
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
仏
教
は
、
人
は
尊
重
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
基
本
的
人
権
を
最
も

重
視
し
た
教
理
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
天
台
大
師
の

『
摩
詞
止
観
』

に
、
人
の
一
念

の
心
に
は
＋
界

が
互
具
互
有
さ

れ
て
い
る
こ
と

が
説
か
れ
て
い

る
。
＋
界
と
は
、

仏
・
菩
薩
・
縁

が
、
悪
い
こ
と
を
し
な
い
か
ら
地
獄
に
は
堕

ち
な
い
の
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
仏
も
我
々
人
間
も
同
一
心
の
中
に

存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
仏
の
心
を
も
っ
て

世
の
還
す
べ
て
の
こ
と
に
当
る
よ
う
に
と
説

か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
仏
の
存
在
を
確
認

し
、
地
獄
の
人
と
い
う
人
間
を
否
定
し
、
普

遍
的
人
間
観
を
性
善
と
し
て
と
ら
え
た
の
で

あ
る
。

　
伝
教
大
師
は
、
天
台
教
学
と
法
相
教
学
に

つ
い
て
論
争
さ
れ
た
中
で
、
天
台
の
大
乗
仏

教
を
力
説
さ
れ
、
人
は
誰
で
も
開
悟
解
脱
で

を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
は
、
普
遍
の

原
理
で
あ
る
。
し
と
あ
る
の
は
、
前
述
し
た

よ
う
に
仏
教
教
理
と
全
く
同
一
の
思
想
で
あ

り
、
仏
教
思
想
の
実
践
を
力
説
さ
れ
た
天
台

大
師
、
伝
教
大
師
の
心
そ
の
も
の
で
あ
り
、

普
遍
的
な
こ
と
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
我
々
仏
教
徒
は
こ
の
認
識
に
立
脚
し
て
、

犯
す
こ
と
の
で
き
な
い
人
権
を
尊
重
す
る
こ

と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
総
て
の
人
が

一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
尊
重
す
る
よ
う
指
導

す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
そ
れ

は
我
々
仏
教
徒
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
さ
え

覚
・
醜
聞
・
天
・
人
・
修
羅
・
畜
生
・
餓
鬼
・

地
獄
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
心
が
人
の
一
念
心

の
な
か
に
具
し
て
い
る
と
い
う
。
即
ち
、
仏

界
に
も
地
獄
が
存
在
し
、
地
獄
界
に
も
仏
界

が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
仏
に
性
悪
が
あ

っ
て
如
来
性
悪
説
が
説
か
れ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
は
、
地
獄
界
の
心
を
有
す
る
人
が

善
い
こ
と
を
す
れ
ば
、
や
が
て
は
仏
心
と
な

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
悪
い
こ
と
を
す
れ
ば

そ
の
ま
ま
地
獄
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
。

仏
は
、
性
と
し
て
地
獄
の
心
を
具
し
て
い
る

仏
教
教
義
に
お
け
る
人
間
の
尊
厳
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
角
　
圓
　
澄

き
る
素
質
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
人
間
の
尊

厳
を
性
善
と
し
て
と
ら
え
、
す
べ
て
の
人
は

生
れ
な
が
ら
に
し
て
平
等
で
あ
り
、
人
は
仏

に
成
り
得
る
と
さ
れ
、
こ
こ
に
締
て
「
森
羅

万
象
悉
有
仏
性
」
の
本
質
を
説
き
明
か
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　
昭
和
二
十
三
年
に
国
連
に
お
い
て
採
択
さ

れ
た
世
界
人
権
宣
言
の
文
中
に
、
「
す
べ
て

の
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ

り
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
り
、

い
か
な
る
差
別
も
な
し
に
法
の
平
等
な
保
護

（全

@
台
　
宗
）

あ
る
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法

が
昭
和
四
十
四
年
に
時
限
立
法
で
制
定
さ
れ
、

三
年
間
の
延
長
の
後
に
、
地
域
改
善
対
策
特

別
措
置
法
が
五
年
間
の
時
限
立
法
と
し
て
制

定
さ
れ
た
が
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
に
は
そ

の
効
力
を
失
う
。

　
同
和
地
域
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
改

善
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
っ
て
そ
の
成
果
は
実
り

つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
完
全
な
効
果
は
あ
が
っ

て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
基
本
的
人
権
を
守
る
た
め
、
地
域

改
善
特
別
措
置
法
が
失
効
し
た
直
後
に
、
仮

称
「
部
落
解
放
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
る
こ

と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
現
在
日
本
に
は
、

十
一
の
基
本
法
が
あ
り
、
一
般
に
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
の
に
「
教
育
基
本
法
」
、
「
農
業

基
本
法
」
が
あ
り
、
何
れ
も
国
民
と
し
て
重

要
な
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。
人
権
問
題
も
憲

法
に
保
証
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
守

ら
れ
て
お
ら
ず
、
国
民
的
課
題
と
さ
れ
な
が

ら
、
悪
質
な
差
別
事
象
は
跡
を
絶
た
な
い
。

こ
う
し
た
現
状
は
漸
悦
に
絶
え
な
い
こ
と
で

あ
り
、
な
お
か
つ
、
教
理
と
し
て
人
権
を
尊

重
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
僧
侶
自
身
が
人

間
の
尊
厳
を
無
視
し
差
別
の
温
床
に
つ
か
っ

て
い
た
こ
と
は
、
深
く
反
省
し
謝
罪
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
観
点
に
よ
り
、
一
切
の
差
別
を
し
な

い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
の
誓
願
を
新
に

し
、
こ
の
こ
と
を
我
々
仏
教
徒
の
課
題
と
認

識
し
、
な
お
仏
の
心
の
宣
揚
に
よ
り
、
奥
深

く
入
り
こ
ん
で
い
る
心
理
的
差
別
意
識
を
払

拭
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
四
仏
国
土
と
し
て
、
日
本
中
の
人
が
、
差

別
の
な
い
人
間
の
尊
厳
を
認
め
合
う
住
み
よ

い
国
に
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
け
ば
、
仏
教

の
教
理
が
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
我
々

も
、
こ
の
基
本
法
制
定
の
た
め
の
運
動
に
積

極
的
に
参
加
し
、
仏
教
徒
と
し
て
態
度
を
明

瞭
に
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
仏
教
徒
と

し
て
、
大
衆
の
心
に
仏
性
の
存
在
を
強
く
求

め
、
新
法
の
制
定
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
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A
ク
ラ
ス
優
勝

吉
河
寛
明
師

　
第
二
回
全
日
本
仏
教
会
囲
碁
大
会
（
来
馬
規

雄
・
大
会
実
行
委
員
長
）
は
、
二
月
八
日
、
各

氏
の
僧
侶
約
六
十
名
が
参
加
し
て
、
東
京
市
ヶ

谷
の
日
本
棋
院
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
段
級
に
応

じ
五
ク
ラ
ス
で
熱
戦
が
繰
広
げ
ら
れ
、
次
の
よ

う
な
成
績
を
納
め
た
。
（
敬
称
略
）

　
A
ク
ラ
ス
（
五
段
以
上
）

　
優
　
勝
　
吉
河
寛
明
（
浄
土
宗
）

　
準
優
勝
　
小
泉
宣
啓
（
日
蓮
宗
）

　
B
ク
ラ
ス
（
三
、
四
段
）

’

　
　
　
熱
戦
く
り
ひ
ろ
げ
る
会
場
と
（
下
）
は

あ
い
さ
つ
さ
れ
る
坂
田
日
本
棋
院
理
事
長

　
　
　
　
　
安
藤
明
之
（
曹
洞
宗
）

　
　
　
　
　
岡
野
夢
語
（
真
宗
大
谷
派
）

　
　
　
　
　
（
初
、
二
段
）

　
　
　
　
　
北
之
内
真
龍
（
埼
玉
県
佛
教
会
）

　
　
　
　
　
野
田
敬
信
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

　
D
ク
ラ
ス
（
一
級
以
下
）

　
優
　
勝
　
安
井
洋
一
（
真
言
宗
智
山
派
）

　
準
優
勝
　
田
沢
泰
敬
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

　
E
ク
ラ
ス
（
五
級
以
下
）

　
優
　
勝
　
今
井
慶
信
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

　
準
優
勝
　
保
坂
光
生
（
曹
洞
宗
）

　
な
お
、
各
ク
ラ
ス
優
勝
者
、
闇
闇
勝
者
に
全

仏
か
ら
純
銀
製
の
カ
ッ
プ
並
び
に
楯
が
坂
田
栄

男
・
日
本
棋
院
理
事
長
よ
り
授
与
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
十
六
日
午
後
三
時
よ
り
、
東
京
四
谷

の
福
田
家
で
、
坂
田
理
事
長
と
A
ク
ラ
ス
優
勝

†
　
二

者
の
吉
河
師
と
の
記
念
対
局
が
行
わ
れ
た
。
前

回
の
記
念
対
局
で
は
、
A
ク
ラ
ス
優
勝
者
の
安

川
喬
師
（
高
野
山
真
言
宗
）
が
接
戦
を
勝
ち
取

っ
た
が
、
今
回
は
坂
田
理
事
長
が
勝
利
を
納
め
、

前
回
の
雪
辱
を
果
す
結
果
と
な
っ
た
。
詳
し
く

は
、
日
本
棋
院
発
行
の
『
棋
道
』
五
月
号
に
掲

載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

国
英
研
の
ス
ピ
ー

　
　
　
チ
・
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
田
中
孝
旺
氏
が
受
賞

　
仏
教
英
語
研
究
会
（
花
山
勝
友
会
長
）
に
よ

る
第
六
回
「
英
語
に
よ
る
仏
教
研
究
発
表
会
」

が
、
去
る
二
月
八
日
、
東
京
六
本
木
の
国
際
文

化
会
館
で
十
二
名
が
発
表
、
開
催
さ
れ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
．
5
U
国
ω
押
型
P
国
Q
O
◎
Q
＝
悶
国
．
．

（
妄
執
な
き
生
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
発
表
し

た
、
田
中
孝
旺
・
四
国
女
子
大
学
助
教
授
（
四

十
一
歳
）
が
全
日
本
仏
教
会
杯
を
受
賞
、
懇
親

会
で
矢
萩
事
務
総
長
よ
り
カ
ッ
プ
を
授
与
さ
れ

た
。
な
お
、
来
年
も
二
月
、
同
じ
会
場
に
て
開

催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

心
仏
杯
を
受
け
る
田
中
巡

航
　
、
．
．

仏
教
文
化
財
の
保
護

　
　
　
　
　
　
　
　
自
民
党
へ
要
望
書

　
二
仏
で
は
、
仏
教
文
化
財
の
保
護
を
積
極
的

に
進
め
る
た
め
、
去
る
十
二
月
、
左
記
の
よ
う

な
要
望
書
を
、
阿
部
慶
昭
・
全
日
本
仏
教
会
理

事
長
名
で
、
自
由
民
主
党
文
教
部
会
、
文
教
制

度
調
査
会
、
文
教
局
へ
提
出
し
た
。

国
宝
、
重
要
文
化
財
の
保
護
対
策
の
充
実
に

つ
い
て
の
要
望
書

　
国
宝
、
重
要
文
化
財
は
、
我
が
国
の
歴
史
・

文
化
の
正
し
い
理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
り
、
永
く
子
孫

に
伝
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
ど
も
所
有
者
は
、
そ
の
自
覚
の
も
と
に
保

存
管
理
に
日
夜
苦
心
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、

窮
迫
し
た
財
政
状
態
等
に
よ
り
保
存
に
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
文
化
財
保
護
に
問
題
を
生
ず
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
も
文
化
財
の
保
存

管
理
事
業
の
充
実
を
め
ざ
し
、
次
の
よ
う
な
各

項
目
に
つ
い
て
格
別
の
財
政
惜
置
を
講
ぜ
ら
れ

る
よ
う
切
に
要
望
致
し
ま
す
。

　
　
記

国
宝
、
重
要
文
化
財
の
保
護
対
策
の
充
実

一、

装
�
A
重
要
文
化
財
の
修
理
・
管
理
・
防

　
　
災

二
、
伝
統
的
建
造
物
群
の
整
備

三
、
文
化
財
保
存
施
設
の
整
備

四
、
伝
統
技
術
の
保
存
・
振
興

一6一

　・抑　▼
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匿
【
7
陰
【
7

一

　紬紬紬幽紬一嶋輪輪鵜紬　紬紬紬幽…齢…　

診

仏
教
儀
礼
を

再
興
し
よ
う

　
教
団
仏
教
、
寺
院
仏
教
は
儀
礼
と
密
着
し

て
な
り
た
っ
て
い
る
、
と
誰
で
も
思
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
も
う
一
度
洗
い
な
お

し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
ず
、
新
興
宗
教
は
儀
礼
的
で
な
い
か
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　li　　　　　　　　　　　　　多　　　　　　　　　　蕪　　　　　　　　　｛　　　　　　　難　　　緯
る
。
こ
こ
で
は
、

う
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
、

が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
て
い
る
。

　
二
つ
目
に
は
本
来
の
仏
教
の
儀
礼
や
カ
タ

チ
で
、
修
道
儀
礼
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
信
心
や
内
面
性
や

教
学
の
学
習
と
一
体
化
し
て
い
る
場
で
は
活

き
て
い
る
が
、
末
端
の
寺
院
な
ど
で
、
葬
祭

に
埋
没
し
、
聞
法
活
動
も
消
滅
し
て
い
る
と

い
う
と
　
旧
仏
教
よ
り
は

る
か
に
儀
礼
的
要
素
は
つ

よ
い
。
た
だ
新
し
い
人
々

に
よ
っ
て
新
し
い
儀
礼
が

作
ら
れ
て
い
る
か
ら
旧
仏

教
の
伝
統
儀
礼
か
ら
は
異

質
に
み
え
る
だ
け
で
あ
る
。

　
旧
仏
教
で
儀
礼
と
い
う

と
ま
た
複
雑
な
心
理
的
う

け
と
め
が
お
こ
る
。
儀
礼

と
い
う
と
き
、
一
つ
は
葬

祭
・
．
祈
禧
・
カ
リ
ス
マ
・

民
俗
と
い
っ
た
儀
礼
的
要

求
と
し
て
み
る
立
場
で
あ

正
統
仏
教
で
は
な
い
と
い

　
　
　
現
実
へ
の
迎
合
と

一

2
【
5
塗
一
♂

こ
ろ
で
は
、
教
養
と
し
て
の
仏
教
と
儀
礼
が

分
離
し
て
い
る
。

　
第
三
に
教
養
主
義
と
し
て
仏
教
を
学
ん
で

い
る
人
々
1
た
と
え
ば
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
人
々
1
に
と
っ

て
は
儀
礼
は
何
か
し
ら
、
う
と
ま
し
く
映
っ

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@
｝

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　

解
し
よ
う
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
傾
向
が
あ
る
。

ま
た
、
抑
圧
さ
れ
た
人
々
の
社
会
的
解
放
運

動
と
し
て
聖
書
を
読
む
「
解
放
の
神
学
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

中
南
米
で
お
こ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ

ナ
チ
ズ
ム
の
拍
頭
の
前
提
に
、
近
代
教
養
主

義
宗
教
が
も
つ
脆
さ
を
指
摘
す
る
論
文
が
あ

る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
○

　
以
上
の
よ
う
な
現
代
社
会
の
中
で
、
二
十

一
世
紀
の
仏
教
を
考
え
る
と
き
、
民
俗
仰
向

の
儀
礼
、
儀
礼
ア
レ
ル
ギ
ー
の
教
養
主
義
、

教
学
ぬ
き
の
修
道
儀
礼
の
三
極
に
分
裂
し
て

い
る
我
々
の
教
団
や
寺
院
の
場
で
、
真
底
た

ま
し
い
を
あ
ず
け
ら
れ
る
宗
教
的
な
場
と
し

篇
儀
礼
額
馨
↓
選

一

」

◎
糖
尿
病
”
糖
尿
病
に
は
イ
ン
ス
リ
ン
依
存

型
と
イ
ン
ス
リ
ン
非
依
存
型
が
あ
り
、
前
者

は
若
年
型
小
児
糖
尿
病
で
膵
臓
か
ら
イ
ン
ス

リ
ン
が
出
な
く
な
る
為
に
起
き
、
こ
の
タ
イ

プ
の
糖
尿
病
は
生
涯
イ
ン
ス
リ
ン
を
打
ち
続

け
る
必
要
が
あ
り
、
一
生
涯
治
る
こ
と
は
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
様
な
真

正
糖
尿
病
で
も
グ
ァ
バ
茶
で
治
る
。
私
の
所

に
来
る
小
児
糖
尿
病
患
者
は
グ
ァ
バ
茶
で
治

療
し
て
い
る
。

　
グ
ァ
バ
茶
に
は
血
糖
値
の
降
下
作
用
の
他

に
膵
臓
機
能
の
翠
蔓
作
用
が
あ
る
為
で
、
そ

◎
高
血
圧
、
低
血
圧
…
自
然
物
で
あ
る
グ
ァ

バ
茶
は
高
血
圧
、
低
血
圧
と
云
う
相
反
す
る

疾
病
を
同
時
に
治
癒
す
る
。
グ
ァ
バ
茶
の
顕

著
な
特
徴
は
代
謝
作
用
と
共
に
利
尿
作
用
の

促
進
で
あ
る
。
利
尿
に
よ
っ
て
塩
分
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
、
そ
の
結
果
血
圧
が
安
定
す
る
。

グ
ァ
バ
茶
は
高
血
圧
、
低
血
圧
と
云
う
表
面

に
出
る
問
題
の
み
な
ら
ず
、
血
液
中
の
糖
、

脂
肪
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
代
謝
し
、
血
管

を
強
化
す
る
。
血
圧
は
グ
ァ
バ
茶
で
百
％
安

定
す
る
。

◎
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
”
グ
ァ
バ
茶
に
よ
っ

驚
異
の
ク
ァ
バ
茶
健
康
去

（糖
A
病
、
高
血
圧
、
低
血
圧
、
リ
ウ
マ
チ
、
神
経
痛
）

こ
ん
な
病
状
の
方
で
も
グ
ァ
バ
茶
で
治
る
！

の
効
果
は
驚
異
的
で
あ
る
。
一
方
、
慢
性
重

度
の
糖
尿
病
で
イ
ン
ス
リ
ン
を
打
ち
続
け
た

患
者
が
グ
ァ
バ
茶
で
治
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
注

射
が
不
要
に
な
っ
た
例
は
枚
挙
に
暇
が
な

い
。
グ
ァ
バ
茶
で
糖
尿
病
は
治
る
。

お
問
い
合
せ

　
東
洋
医
学
研
究
所

　
名
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
院
長
　
名
和
　
和
成

東
日
本
事
業
部

　
東
京
都
新
宿
区
西
五
軒
町
十
四
番
地

　
T
E
L
（
〇
三
）
二
三
五
－
一
五
五
二

て
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
が
治
癒
し
た
例
も
非

常
に
多
い
。
グ
ァ
バ
茶
は
人
間
の
細
胞
（
二

百
兆
個
）
を
活
発
化
さ
せ
る
作
用
が
強
く
、

重
度
の
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
が
グ
ァ
バ
茶
で

治
癒
し
、
そ
の
効
果
は
驚
異
的
で
あ
る
。

西
日
本
事
業
部

　
広
島
市
東
区
矢
賀
新
町
四
－
ニ
ー
三
三

　
T
E
L
（
○
八
二
）
二
八
五
一
五
〇
七
〇

　
　
特
別
価
格

　
　
三
9
×
四
〇
パ
ッ
ク
　
ニ
ニ
五
〇
円

　
　
三
9
×
八
○
パ
ッ
ク
　
四
〇
〇
〇
円

一7一
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ぬ星

置

　
秦
　
慧
玉
師
（
全
仏
元
会
長
）

　
一
月
二
日
、
八
十
八
歳
で
遷
化
。
駒
沢
大
学

教
授
等
を
歴
任
後
、
大
本
山
永
平
寺
第
七
十
六

世
貫
首
、
曹
洞
宗
管
長
に
つ
か
れ
た
。
昭
和
五

十
五
年
一
月
か
ら
二
年
間
、
全
仏
会
長
に
も
就

任
さ
れ
た
。

　
巌
谷
勝
雄
師
（
全
天
評
議
員
）

　
一
月
四
日
、
七
十
歳
で
遷
化
。
浄
土
宗
祐
天

寺
住
職
、
財
団
法
人
国
際
仏
教
興
隆
協
会
理
事

長
。
イ
ン
ド
・
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
に
「
印
度
山
日
本

寺
」
、
「
国
際
仏
教
会
館
」
等
を
建
設
し
た
。

藤
井
日
達
師

　
一
月
九
日
、
九
十
九
歳
で
遷
化
。
日
本
山
妙

法
寺
大
僧
伽
山
主
。

　
古
市
義
秀
師

　
二
月
十
五
日
、
八
十
八
歳
で
遷
化
。
天
台
真

盛
宗
管
長
、
総
本
山
西
教
寺
第
四
十
世
貫
首
。

　
　
　
【
局
内
人
事
一

　
事
務
次
長
　
　
川
井
匡
俊
　
1
2
・
3
1
　
退
任

　
事
務
次
長
　
　
野
口
善
雄
　
1
・
1
　
新
任

へへて　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

藍4月8日はお釈迦さまのお瓜生1

花まつり一
花
ま
つ
り
の
ポ
ス
タ
ー

ど
し
ど
し
ご
利
用
下
さ
い

　
花
ま
つ
り
の
行
事
は
年
々
盛
大
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
全
国
的
に
浸
透

せ
し
め
る
た
め
に
、
全
日
本
仏
教
会
で
は

写
真
の
よ
う
に
統
一
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作

昭
和
六
十
年
三
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　
　
成
し
、
広
く
ご
利
用

　
　
　
　
　
　
　
い
た
だ
け
る
よ
う
頒

　
　
　
　
　
蝶
書
し
て
お
り
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
明
る
い
春
の
野
に
静

　
　
　
　
　
　
　
か
に
立
っ
て
天
と
地

　
　
　
　
　
　
　
を
さ
す
お
釈
迦
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
の
姿
は
、
見
る
人
の

　
　
　
　
　
　
　
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え

　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
左
記
要
領
で
頒
布

　　

I
嚢
細
い
た
し
ま
玄
各
県

　
　
　
　
　
　
　
仏
、
郡
市
仏
、
各
寺

　
　
　
　
　
　
　
院
、
幼
稚
園
、
保
育

　
　
　
　
　
　
　
園
な
ど
で
広
く
ご
利

　
　
　
　
　
　
　
用
意
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
◎
サ
イ
ズ
　
7
4
×
5
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種
．

◎
定
　
価
　
一
枚
百
円
（
送
料
実
費
）

◎
申
込
先
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－

　
四
（
〒
一
〇
五
）
全
日
本
仏
教
会
文
化

　
部
　
花
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
係

発
行
人
言
萩
信
顕

一
皇
弟

日
米
仏
教
徒
交
流
大
会

　
　
　
　
　
ハ
ワ
イ
移
民
百
年
祭
に

　
今
年
は
日
本
人
が
官
約
移
民
と
し
て
ハ
ワ
イ

に
渡
り
は
じ
め
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
百
年
に
な
り
、

こ
れ
を
記
念
し
て
ハ
ワ
イ
仏
教
連
盟
で
は
「
ハ

ワ
イ
日
本
人
官
約
移
民
百
年
祭
と
日
米
仏
教
徒

交
流
大
会
」
を
企
画
主
催
し
ま
す
。

　
パ
ン
チ
ボ
ー
ル
に
て
の
大
法
要
、
百
年
祭
式

典
、
日
米
仏
教
徒
交
流
大
会
等
の
特
別
記
念
行

事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
本
会
で
は
こ
の
催
し
を
後
援
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
詳
し
く
は
次
号
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。誉

論
難
葛
〔
録
募
≦

▽
一
　
月
△

　
　
八
日

十十十十十十
ニー八七ニー九
日日日日日日日

二
＋
四
日

二
＋
五
日

皇
臣
研
打
ち
合
わ
せ
会

秦
慧
玉
師
密
葬
参
列

局
内
会
議

税
務
委
員
会

埼
玉
県
佛
新
年
会
出
席

包
管
研

ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
会

ア
フ
リ
カ
難
民
毛
布
運
搬

安
倍
外
務
大
臣
と
会
見

自
民
党
大
会
出
席

宗
教
法
人
審
議
会

囲
碁
大
会
実
行
委
員
会

法
律
相
談
室

同
和
委
員
会

全
日
仏
婦
修
正
会
出
席

ム

一一

¥
山
ハ
日
　
　
日
｛
示
連
理
事
ム
エ

ニ
十
九
日
　
理
事
会
・
評
議
員
会

　
　
　
　
　
新
年
懇
親
会

▽
二
　
月
△

　
　
五
日
　
ル
ン
ビ
ニ
ー
部
会
長
月
部
会
司
会

　
　
　
　
議

　
　
六
日
　
局
内
会
議

　
　
八
日
　
第
二
回
全
日
本
仏
教
会
囲
碁
大
会

　
　
　
　
　
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
（
東
京
）

　
十
四
日
　
巌
谷
勝
雄
師
本
葬
参
列

　
　
　
　
　
法
律
相
談
室

　
十
六
日
　
仏
教
英
語
研
究
会
発
表
会
出
席

　
十
九
～
二
十
日
　
第
九
回
同
和
委
員
会

二
十
一
日
　
ス
リ
ラ
ン
カ
大
使
来
局

二
十
二
日
　
第
四
回
組
織
専
門
委
員
会

二
十
七
～
二
十
八
日
　
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

二
十
八
日
　
法
律
相
談
室

　
　
　
ψ
φ
■
0
　
9
●
9
・
∂
・
o
・
9
・
0
　
9
「
ゆ
や
ψ
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1　寺院用具
；
；　　浅草通り五一会加盟店

鍬
　
　

東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）　；

電　話　代表（841）4965　　　　　　　　　｝
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〒
一
〇
五
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
一
四
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